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どうなった？

私たちの願い、想いは…？
寄せられた25,706件

2009年4月、名古屋の放課後施策に新たな動きがあります。

それは『名古屋版・放課後子どもプラン』の施行であり、この間の市の説明から検証すると、

学校の中でトワイライトと学童を一緒にやってしまおうという乱暴なものです―

このプランが実施されると確かに校外へ出ての移動がなくなるため､

一つの安全は確保されるかもしれません。

また、市が行うため安価に利用できるかもしれません。

しかしこのプランの学童には、これまで私たちが諸先輩から引き継ぎ築いてきた、

もっと大切なものが見えません。

さらに、モデル事業として一区一校で実施されるこの事業が順次拡大すると、

今ある学童が立ち行かなく恐れがあり、つぶれてしまう学童が出ることは必至です。

こうした大きな流れの中、今、私たちにできることは、

○このプランで実施される学童が私たちの望むものになるように

○それ以上に、今ある学童の充実がはかられるように

市へ､私たちの声を届けることです。

それがパブリックコメントです。

私たちが大切にしたいもの、それは子どもたちの笑顔です。

学童保育所は専用室があり、専任の指導員が居て、子どもたちが心と体を解放させ

ホッとすることができる“放課後のおうち”でなければなりません。

さぁ、皆さんの想いを、声を！

名古屋市、私たちの想いは無視！？
上記の経過と状況の中で6月に取り組んだパブリックコメントには、全市から

25,706件という実に多くの声が寄せられました。

中川学童の父母の皆さんも、切実な想いを寄せて下さいましたね。

本来なら、こうした意見を取り入れ『名古屋版放課後子どもプラン』に対する

「基本的な考え方(案)」は変更されて、「基本的な考え方」として出されなければ

ならないのに、この「基本的な考え方」は表紙から(案)がとられただけで、中身は

(案)とは一言一句違わぬものでした(-.-#)。

また、このことを伝える右・中日新聞の記事(右・参照)もヒドイも

ので「賛成は、事業の実施を前提とした要望など約11,000件」とあり

ますが、ここにはきっとこのプランには賛成ではないものの“実施す

るのであれば、こうでなければならない”“実施するのであれば、こ

うあってほしい”“実施するのであれば、こうでなければ認められな

い”等の基本的には反対の意見も含まれているのではないかと思いま

す。それをひとまとめに「賛成」にされてしまうとは！

このことに対して、小出(父)さんは、早速抗議メールを中日新聞社

へ送りました。

こうした市の動きに対し、
市長へ要望署名を届けます！

－1ヶ月で、名古屋市全体で20万筆の署名を集めよう！－

こうした名古屋市の大きな流れに対して、市長へ要望署名を取り組むので、

大変急ではありますが、ご協力をお願いします。

★詳細は裏面を！

★本日お子さんに関係用紙を持たせます。

署名の取り組み終了！OBの皆さんご協力ありがとうございました。

9月28日
↓時点では


